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奄美地方も梅雨明けし，暑い日が続いています。

今年の梅雨は雨量も少なく「空梅雨」 のような空

模様でした。県本土では，まとまった雨で災害も

発生していました。喜界島では災害等はなかった

ものの，農作物にとっての水不足が心配です。

さて，学校では夏季休業まで３週間あまりとなりました。始まったばかりだと思っ

ていた令和７年度も１学期のまとめの時期となってきました。事故等なく，子どもた

ち全員が充実感，そしてわくわく感をもって終業式を迎えることができるように生活

面と学習面の振り返りを確実におこなっていきたいと思います。

水泳学習が始まりました！
５月２６日にプール開きがあり，喜界小学校では水泳指導が始まりました。太陽の

光を反射して，キラキラ光るプールで子どもたちは気持ちよさそうに学習に取り組ん

でいます。低学年（１・２年生）は，水に慣れ親しむ「水遊び」の学習から始まり，

３年生以上から水泳学習として，「クロール」や「平泳ぎ」へと発展していきます。

得意・不得意の分かれやすい学習内容ですが，子どもたち一人一人，目標をもって取

り組んでほしいと思います。そして，いざという時，自分の命を自分で守ることので

きる「泳力」を身に着けてほしいと思います。

さて，私の小学校時代を振り返ってみますと「泳ぐこと」は遊びの一部だったよう

に思います。まだゲームなどの普及していない頃，週末や夏休み，子どもたちだけで

海に行き，漁港や堤防から海に跳び込んだり，潜ったり。今，思えば無茶な恐ろしい

ことをしていたものです。しかし，その中で自分の力を客観的に理解したり，危険回

避の力を身に着けたりすることにもつながっていたように思います。現在の小学生が

そのようなことをしていたら，きっと保護者，地域の方から注意・お叱りを受けるこ

とでしょう。季節はいよいよ夏本番到来です。これからご家族で海水浴に行くことも

あるかと思いますが，決してお子様から目を離すことがないよう御協力をお願いします。

教育実習がありました！
昨年度は３名，今年度は２名の教育実習生（喜界小卒）が本校で実習を行いました。

教員不足のこの時代，教職という夢・希望に向かって励む２名の実習生の真摯な姿，
まっすぐな眼差し，爽やかな笑顔には，すがすがしささえ感じることでした。
子どもたちにとっても，「喜界小学校の先輩」としてキャリア教育のよいモデル,刺

激になったことだと思います。



３年生が福祉体験教
室を行いました。社会
福祉協議会の方々に講
師として来ていただき、
関節等不自由体験、車
いす体験などを行いま
した。怪我をしたり、
年を取ったりすることで、当たり前と思ってい
ることが困難になるんだという気づきがあった
ようです。今後の生活で思いやりの心をもって
過せるようにしてほしいです。

福祉体験教室

日・曜 行 事 等 日・曜 行 事 等

3日（木） 授業参観・学級ＰＴＡ 18日（金） 終業式

7日（月） 情報モラル講演会 19日（土） 第３回やる気塾

10日（木） ３校交流学習（特別支援学級） 23日（水） 水泳教室・教育相談（～24日）

12日（土） 土曜授業 星空映写会 ※今年度より8/1の出校日はありません。

14日（月） ＰＴＡ読み聞かせ ※予定ですので変更もあり得ます。

16日（水） スクールカウンセラー来校 御了承ください。

７月の行事

３年生を対象に、三味線出前授業を行い
ました。今年も、シマ唄者の川畑さおり先
生に指導をしていただきました。子供たち
は興味津々で取り組み、早速、きれいな音
色を響かせていました。休み時間にも練習
している子もいて、今後が楽しみです。

三味線出前授業

10日に学校保健委員会、家庭教育学級で心
肺蘇生法やＡＥＤの使用について研修を行い
ました。今年も喜界消防分署の職員の方に指
導に来ていただきま
した。質問等にも答
えていただき、大変
有意義な研修となり
ました。ありがとう
ございました。

救急蘇生法講習会

風水害を想定した引き渡し訓練を行いま
した。もしも、災害や事件・事故が起こり、
子供だけでの下校が危険な場合に引き渡し
を行います。今後も年に
１回は引き渡し訓練を続
けてまいります。訓練の
趣旨を御理解の上、御協
力いただけるとありがた
いです。

引き渡し訓練

大島支庁の職員の
方を講師に招き、５
年生を対象とした防
災教室を行いまし
た。鹿児島の地域特
性や土砂災害につい
て話していただきま
した。これから、台
風などによる大雨に
も警戒が必要です。子供たちの防災意識
も高めていくきっかけになりました。

防災教室

それぞれの学年で、着衣
水泳学習を行いました。着衣したままで、普段
どおり体を動かし、長い距離を泳ぐのは難しい
ことを実感したり、ペットボトルなどを使って、
助けが来るまで浮いて待つ練習をしたりしまし
た。もしも、水難事故に遭遇した時には学んだ
ことを生かしてほしい
です。まずは、事故に
遭わないように学校、
家庭で子供たちへ指導
を続けていきましょう。

着衣水泳


